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その他の設定オプションについて

システム管理者は必要に応じて、特別なサービスや機能のほかに、特別なソフトキーのテンプレート

を使用するように電話機を設定できます。次の表は、設定オプションの概要について説明しています。

コールの需要や作業環境に応じたオプションの設定について、電話機のシステム管理者と相談すると

きに役立ちます。

（注） この表に記載されているユーザ ガイドやその他のマニュアルには、

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm からアクセスできます。

目的または状態 操作 参照先または問い合せ先

回線が処理できるコール

数を増やす必要がある

回線がサポートするコール数を増やすよ

うに、システム管理者に設定を依頼しま

す。

システム管理者または電話機の

サポート チームにお問い合せ

ください。

電話回線が 1 本では足り

ない

追加の電話番号の設定をシステム管理者

に依頼します。 

システム管理者または電話機の

サポート チームにお問い合せ

ください。

電話機が呼び出し中また

は使用中のときに表示す

る、［ミュート］や［ソク

テンソウ］などの別のソ

フトキーを使用する必要

がある。

新しいソフトキー テンプレートを設定

してユーザの電話機に割り当てるようシ

ステム管理者に依頼します。

システム管理者または電話機の

サポート チームにお問い合せ

ください。

短縮ダイヤル番号が足り

ない

まず、現在利用可能な短縮ダイヤル番号

をすべて使用しているかどうかを確認し

ます。

追加の短縮ダイヤル ボタンが必要な場

合は、固定短縮ダイヤル機能の使用また

はファースト ダイヤル サービスへの登

録を検討してください。 

次の説明を参照してください。

• P.49 の「短縮ダイヤル」

• P.76 の「Web でのユーザ設

定の制御」

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
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Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 電話ガイド for Cisco Unified CallManager 5.0 (SCCP) 81

1 つの電話番号を複数の

電話機で使用する

共有回線が必要です。共有回線を使用す

ることで、たとえば 1 つの番号を卓上の

電話機と Cisco Unified Wireless IP Phone

で使用することができます。

P.38 の「共有回線の使用」を参

照してください。

電話機やオフィス スペー

スを同僚と共有している

次の機能の導入を検討してください。

• コール パーク：転送機能を使用せず

にコールを保存、および取得できま

す。

• コール ピックアップ：別の電話機で

鳴っているコールに応答できます。

• 共有回線：同僚のコールを表示また

はそれに参加できます。

• Cisco エクステンション モビリティ：

自分の電話番号とユーザ プロファ

イルを共有の電話機に適用できま

す。

これらの機能については、シス

テム管理者にお問い合せくださ

い。また、次の説明を参照して

ください。

• P.41 の「パークされている

コールの保存と取得」

• P.38 の「共有回線の使用」

• P.43 の「Cisco エクステン

ション モビリティの使用」

頻繁にコールに応答す

る、または他の人の代理

でコールを処理する

電話機の自動応答機能を設定するよう

に、システム管理者に依頼します。

P.26 の「コールへの応答」を参

照してください。

自分の電話番号と設定を

共有の Cisco IP Phone に

一時的に適用する

Cisco エクステンション モビリティ サー

ビスについてシステム管理者に問い合せ

ます。

P.43 の「Cisco エクステンション

モビリティの使用」を参照して

ください。

目的または状態 操作 参照先または問い合せ先
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